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『
戦
国
楚
簡
研
究
2
0

0

 5』
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
特
集
号
〈
総
38
号〉）

新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要

本
提
要
は
、
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
三
十
七
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
新

出
土
資
料
関
係
文
献
提
要
（
六
）
」
の
続
編
で
あ
る
。
前
回
同
様
、

郭
店
楚
墓
竹
簡
（
郭
店
楚
簡
）
、
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
上

博
楚
簡
）
に
関
す
る
文
献
を
主
対
象
と
し
た
。

〈
和
書
〉

平
成
十
七
年
十
二
月
二

0
五
頁
ー
ニ
―
七
頁

二
0
0
四

『
諸
子
百
家
〈
再
発
見
〉
掘
り
起
こ
さ
れ
る
古
代
中

国
思
想
』
（
浅
野
裕
一
•
湯
浅
邦
弘
編
、
岩
波
書
店
、

年
八
月
、
二
四
四
頁
、
縦
組
和
文
）

新
出
土
資
料
に
よ
る
研
究
を
般
向
け
に
解
説
し
た
概
説
書
。

湯
浅
邦
弘
氏
の
「
は
じ
め
に
」
、
本
篇
全
七
章
、
及
び
附
録
、
浅
野

裕
一
氏
の
「
あ
と
が
き
」
よ
り
成
る
。
本
篇
は
、
第
一
章
「
諸
子 （七）

百
家
と
新
出
土
資
料
」
（
浅
野
裕
一
）
、
第
二
章
「
諸
子
百
家
の
時

代
の
文
字
と
書
物
」
（
福
田
哲
之
）
、
第
三
章
「
天
と
人
と
の
距
離
」

（
菅
本
大
二
）
、
第
四
章
「
人
間
の
本
性
は
善
か
悪
か
」
（
竹
田
健

二
）
、
第
五
章
「
孔
子
の
教
え
は
政
治
の
役
に
立
つ
か
」
（
湯
浅
邦

弘
）
、
第
六
章
「
老
子
と
道
家
」
（
湯
浅
邦
弘
）
、
第
七
章
「
孔
子

は
『
易
』
を
学
ん
だ
か
」
（
浅
野
裕
一
）
で
あ
る
。
ま
た
附
録
は
「
郭

店
楚
簡
形
制
一
覧
」
、
「
上
博
楚
簡
形
制
一
覧
」
、
「
戦
国
楚
簡
書
誌

用
語
解
説
」
、
「
新
出
土
資
料
関
係
文
献
案
内
」
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
。

第
一
章
で
は
、
諸
子
百
家
に
つ
い
て
概
説
し
な
が
ら
、
新
出
土

資
料
に
よ
っ
て
従
来
の
学
説
が
受
け
た
見
直
し
に
つ
い
て
述
べ
る
。

第
二
章
で
は
、
出
土
資
料
発
見
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
諸

子
百
家
の
時
代
の
文
字
や
書
物
の
形
態
に
つ
い
て
説
く
。
第
三
章

か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
中
国
思
想
の
重
要
な
問
題
を
テ
ー
マ
に
し

黒池

田田

秀光

教 子
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て
お
り
、
第
三
で
は
天
と
人
に
つ
い
て
、
第
四
章
で
は
性
説
に

つ
い
て
、
第
五
で
は
儒
家
の
政
治
思
想
に
つ
い
て
、
第
六
章
で

は
老
子
と
道
家
に
つ
い
て
、
第
七
章
で
は
『
易
』
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
論
じ
る
。

本
書
は
戦
国
楚
簡
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
が
一
般
向
け
に
新
出
土

資
料
の
概
要
と
意
義
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
新
出
土
資
料
の

研
究
に
よ
っ
て
戦
国
思
想
史
研
究
は
通
説
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
て

い
る
が
、
一
般
に
は
依
然
と
し
て
馴
染
み
の
少
な
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
新
出
土
資
料
の
発
見
に
よ
っ
て
戦
国
思
想
史

学
が
迎
え
て
い
る
大
き
な
う
ね
り
を
、
一
般
読
者
に
向
け
て
発
信

し
た
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
ろ
う
。

（
黒
田
秀
教
）

『
竹
簡
が
語
る
古
代
中
国
思
想
ー
上
博
楚
簡
研
究
ー
』
（
汲

古
選
書
4

2
、
浅
野
裕
一
編
、
汲
古
書
院
、
二

0
0
五
年
四
月
、

全
二
七
九
頁
、
縦
組
和
文
）

上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
上
博
楚
簡
）
を
対
象
と
し
た
、

初
の
邦
文
に
よ
る
研
究
書
で
あ
る
。
浅
野
裕
一
氏
を
代
表
と
し
た

「
戦
国
楚
簡
研
究
会
」
の
会
員
が
執
筆
者
で
あ
り
、
本
文
は
全
十

章
か
ら
成
っ
て
い
る
。
各
章
は
以
下
の
通
り
。

第
一
章
「
『
容
成
氏
』
に
お
け
る
禅
譲
と
放
伐
」
（
浅
野
裕
一
）
、

第
二
章
「
『
容
成
氏
』
に
お
け
る
身
体
障
害
者
」
（
竹
田
健
二
）
、

第
三
章
「
『
従
政
』
の
竹
簡
連
接
と
分
節
」
（
湯
浅
邦
弘
）
、
第
四

章
「
『
従
政
』
と
儒
家
の
「
従
政
」
」
（
湯
浅
邦
弘
）
、
第
五
章
「
『
子

恙
』
の
内
容
と
構
成
」
（
福
田
哲
之
）
、
第
六
章
「
『
中
弓
』
に
お

け
る
説
話
の
変
容
」
（
福
田
哲
之
）
、
第
七
章
「
『
魯
邦
大
旱
』
に

お
け
る
「
名
」
」
（
浅
野
裕
一
）
、
第
八
章
「
『
魯
邦
大
旱
』
に
お
け

る
刑
徳
論
」
（
浅
野
裕
一
）
、
第
九
章
「
『
恒
先
』
の
道
家
的
特
色
」

（
浅
野
裕
一
）
、
第
十
章
「
『
恒
先
』
に
お
け
る
気
の
思
想
」
（
竹

田
健
二
）
。
第
一
章
か
ら
八
章
ま
で
は
儒
家
系
文
献
、
残
り
二
章
は

道
家
系
文
献
と
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。

第
一
章
は
『
容
成
氏
』
に
見
え
る
王
朝
交
替
の
歴
史
、
禅
譲
と

放
伐
に
対
す
る
評
価
を
採
る
こ
と
に
よ
り
、
作
者
の
思
想
的
立
場

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
、
第
二
章
は
同
じ
く
『
容
成
氏
』

に
つ
い
て
、
身
体
障
害
者
に
対
す
る
施
策
の
充
実
が
、
理
想
的
政

治
が
行
わ
れ
て
い
た
か
否
か
を
計
る
指
標
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
の

意
味
を
探
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
章
は
政
治
に
従
事
す
る
者
の
心

構
え
を
説
く
『
従
政
』
テ
キ
ス
ト
を
再
考
し
て
、
最
も
妥
当
と
思

わ
れ
る
再
配
列
を
提
示
し
、
そ
れ
を
承
け
て
、
第
四
章
で
は
『
従

政
』
の
儒
家
思
想
に
お
け
る
意
味
に
つ
い
て
論
究
し
て
い
る
。
第

五
は
『
子
羊
~
』
の
内
容
と
構
成
の
再
検
討
を
行
い
、
他
の
諸
篇

(206) 



と
同
一
の
冊
書
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
も
の
、
第
六
章
は
『
中

弓
』
に
お
け
る
孔
子
と
仲
弓
の
問
答
を
『
論
語
』
子
路
篇
と
比
較

し
、
『
論
語
』
か
ら
『
中
弓
』
へ
と
内
容
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
の

意
味
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
七
章
は
『
魯
邦
大
旱
』
に
見

え
る
「
名
」
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
れ
が
神
事
を
表
す
「
明
」
字

の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
結
論
を
提
示

し
、
第
八
章
で
は
『
魯
邦
大
旱
』
に
見
ら
れ
る
刑
徳
論
の
内
容
を

考
察
し
て
い
る
。

第
九
章
は
『
恒
先
』
と
『
老
子
』
『
太
一
生
水
』
と
を
比
較
し
つ

つ
、
『
恒
先
』
の
道
家
思
想
と
し
て
の
特
色
を
考
察
し
、
第
十
章
で

は
『
恒
先
』
の
宇
宙
生
成
論
に
見
え
る
気
の
思
想
に
焦
点
を
当
て
、

そ
の
思
想
史
上
の
意
味
を
探
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
の
章
も
、
•
他
の
学
術
雑
誌
に
既
出
の
論
文
を
再
編
し
た

も
の
で
あ
り
、
初
出
に
つ
い
て
は
、
巻
末
に
「
初
出
誌
一
覧
」
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
文
の
最
後
に
「
附
録
」
と
し
て
、
「
上
博
楚
簡
形
制
一

覧
表
」
が
あ
る
。
馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
一
）
』

s
『
（
三
）
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料
の
竹
簡
形
状
を
一
覧
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
備
考
欄
も
付
け
ら
れ
、
他
篇
と
同
筆
で
あ
れ
ば

そ
の
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
竹
簡
の
概
要
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の

に
便
利
で
あ
る
。

本
著
は
、
上
博
楚
簡
に
つ
い
て
の
最
新
の
研
究
成
果
を
ま
と
め

た
も
の
で
、
日
本
の
出
土
資
料
研
究
の
現
状
を
広
く
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の
出
土
資
料
研
究
の
展
望
を
切
り
拓
く
画
期
的
な

書
で
あ
る
と
言
え
る
。

〈
中
文
書
〉

（
池
田
光
子
）

『
郭
店
楚
簡
綜
覧
』
（
出
土
文
献
訳
注
研
析
叢
書
P
o
2
0
、

劉
祖
信
•
龍
永
芳
編
著
、
万
巻
楼
図
書
股
伶
有
限
公
司
、
二

0
0

五
一
月
‘
―
ニ
―
頁
、
横
組
繁
体
字
）

郭
店
一
号
楚
墓
及
び
郭
店
楚
簡
に
つ
い
て
の
概
説
書
。
付
録
と

し
て
『
太
一
生
水
』
・
『
老
子
』
甲
乙
丙
の
モ
ノ
ク
ロ
図
版
を
載
せ

る
。
ま
た
、
巻
頭
に
、
郭
店
一
号
楚
墓
の
発
掘
状
況
、
泥
を
洗
い

流
し
た
後
の
束
状
の
竹
簡
、
出
土
品
（
耳
杯
や
毛
筆
等
）
の
カ
ラ

ー
図
版
九
点
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

全
六
章
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
内
容
は
大
き
く
四
分
類
で
き
る
。

墓
の
形
状
や
そ
の
周
囲
の
状
況
、
発
掘
状
況
を
記
し
た
章
と
、
楚

文
字
に
関
す
る
章
、
道
家
文
献
の
章
と
儒
家
文
献
に
関
す
る
章
、

そ
し
て
ま
と
め
と
し
て
道
家
文
献
と
儒
家
文
献
と
が
―
つ
の
墓
に

埋
葬
さ
れ
て
い
た
と
言
う
視
点
か
ら
楚
文
化
を
考
察
し
た
章
、
の
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四
つ
で
あ
る
。

中
心
と
な
る
の
は
、
第
四
章
•
五
章
に
該
当
す
る
、
道
家
文
献

と
儒
家
文
献
の
箇
所
で
あ
る
。

道
家
文
献
で
は
、
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
甲
乙
丙
と
『
太
一
生
水
』

と
を
挙
げ
る
。
ま
ず
は
『
老
子
』
甲
乙
丙
を
順
に
挙
げ
、
竹
簡
の

形
状
や
今
本
『
老
子
』
章
次
と
の
差
異
な
ど
に
触
れ
た
上
で
、
郭

店
楚
簡
『
老
子
』
の
思
想
的
特
徴
、
例
え
ば
、
乙
本
は
修
身
・
養

徳
・
治
国
に
つ
い
て
の
篇
で
あ
る
等
、
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。

『
太
一
生
水
』
も
『
老
子
』
と
同
様
に
、
釈
文
を
掲
載
し
て
か
ら
、

竹
簡
の
形
状
に
触
れ
、
次
い
で
思
想
的
特
徴
（
宇
宙
生
成
論
に
つ

い
て
述
べ
た
書
で
あ
る
点
）
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。

儒
家
文
献
は
、
『
細
衣
』
『
魯
穆
公
問
子
思
』
『
窮
達
以
時
』
『
五

行
』
『
唐
虞
之
道
』
『
忠
信
之
道
』
『
成
之
聞
之
』
『
尊
徳
義
』
『
性

自
命
出
』
『
六
徳
』
『
語
叢
』
一

S
四
の
釈
文
を
挙
げ
る
。
道
家
文

献
と
同
様
、
篇
ご
と
に
竹
簡
の
形
状
を
記
す
。
そ
の
後
に
続
い
て
、

伝
世
文
献
と
比
較
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て

指
摘
し
、
特
に
該
当
す
る
伝
世
文
献
が
無
い
場
合
は
竹
簡
に
記
さ

れ
て
い
る
登
場
人
物
に
つ
い
て
説
明
を
施
し
た
上
で
、
篇
ご
と
の

思
想
的
特
徴
、
例
え
ば
『
窮
達
以
時
』
で
あ
れ
ば
、
天
人
関
係
に

つ
い
て
述
べ
て
い
る
篇
で
あ
る
、
等
を
指
摘
し
て
い
る
。

「
前
言
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
本
書
は
平
易
な
概
説
書

と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
研
究
論
著
の
出
典

に
つ
い
て
は
逐
一
詳
述
し
て
い
な
い
（
主
な
参
考
文
献
に
つ
い
て

は
、
「
参
考
文
献
」
と
し
て
ま
と
め
て
第
六
章
の
後
に
記
載
）
。
ま

た
、
本
文
で
用
い
て
い
る
楚
簡
の
釈
文
等
に
つ
い
て
は
、
『
郭
店
楚

墓
竹
簡
』
（
荊
門
市
博
物
館
、
中
国
文
物
出
版
社
、
一
九
九
八
年
五

月
）
に
依
っ
て
お
り
、
独
自
の
釈
読
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
訳
で
は

な
い
。
研
究
書
と
言
う
よ
り
は
、
「
郭
店
楚
墓
竹
簡
」
の
背
景
（
出

土
場
所
や
出
土
状
況
等
）
や
、
発
見
さ
れ
た
書
籍
群
の
特
徴
、
そ

こ
か
ら
、
楚
と
い
う
土
地
の
文
化
に
つ
い
て
ま
で
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
概
説
書
と
し
て
の
色
合
い
が
強
い
書
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
伝
え
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
盗
掘
の
状
況

や
、
そ
の
後
の
緊
急
発
掘
調
査
の
様
子
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
な
ど
、

重
要
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

（
池
田
光
子
）

『
簡
吊
古
書
与
学
術
源
流
』
（
李
零
著
、
新
知
三
聯
書
店
、

0
0
四
年
四
月
、
四
四
五
頁
、
横
組
簡
体
字
）

二

出
土
資
料
学
の
講
義
書
。
前
言
、
本
篇
と
し
て
上
篇
「
概
説
」
、

下
篇
「
導
読
」
の
二
篇
、
結
語
、
そ
し
て
後
記
、
索
引
よ
り
成
る
。

本
篇
の
内
訳
は
、
上
篇
は
第
一
講
か
ら
第
六
講
、
下
篇
は
第
七
講
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か
ら
第
十
二
講
の
全
十
二
講
。

上
篇
は
出
土
資
料
を
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
必
要
と
な
る
基
本

知
識
の
講
義
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
講
題
は
、
第
一
講
「
引
言
嘉
F

挟
回
来
的
世
界
」
、
第
二
講
「
三
種
不
同
含
義
的
”
書
”
」
、
第
三

講
「
簡
吊
的
埋
蔵
与
発
現
」
、
第
四
講
「
簡
吊
形
制
与
使
用
」
、
第

五
講
「
簡
吊
古
書
的
整
理
与
研
究
」
、
第
六
講
「
簡
吊
古
書
的
体
例

与
分
類
」
で
あ
る
。

続
く
下
篇
は
経
・
史
・
諸
子
・
詩
賦
•
兵
書
・
方
術
の
系
統
に

分
け
た
講
義
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
講
題
は
、
第
七
講
「
簡
吊
古

書
導
読
一
~
六
芸
類
」
、
第
八
講
「
簡
吊
古
書
導
読
二
缶
拿
声
類
」
、

第
九
講
「
簡
吊
古
書
導
読
三
韮
諸
子
類
」
、
第
十
講
「
簡
吊
古
書
導

読
四
韮
5

賦
類
」
、
第
十
一
講
「
簡
吊
古
書
導
読
五
品
盆
芦
類
」
、
第

十
二
講
「
簡
吊
古
書
導
読
六
玉
猛
何
類
」
で
あ
る
。

本
書
は
前
言
で
自
ら
「
教
材
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
研
究

書
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
各
講
に
は
附
録
と
し
て
、
王
国
維
『
簡

贖
検
署
考
』
や
余
嘉
錫
『
古
書
通
例
（
摘
録
）
』
と
い
っ
た
出
土
資

料
学
に
お
け
る
基
本
的
な
論
文
や
、
先
秦
両
漢
の
現
存
古
書
一
覧

や
簡
吊
資
料
の
出
土
地
域
の
分
類
、
其
の
他
基
本
的
概
説
な
ど
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
。
•
ま
た
出
土
資
料
を
研
究
す
る
に
際
し
て
の
参

考
書
も
掲
示
し
て
い
る
。

著
者
は
出
土
資
料
研
究
に
お
い
て
、
学
界
の
牽
引
者
と
も
呼
べ

る
人
物
で
あ
る
。
そ
の
手
に
成
る
出
土
資
料
学
の
初
級
者
へ
の
講

子
』
の
研
究
書
。
本
書
は
著
者
の
博
士
論
文
で

義
書
は
、
こ
れ
か
ら
出
土
資
料
を
学
ぼ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
、

極
め
て
有
意
義
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
郭
店
楚
簡
《
老
子
》
研
究
』
（
中
華
文
史
新
刊
、
両
中
慶
著
、

中
華
書
局
、
二

0
0
四
年
二
月
、
三
六
九
頁
、
横
組
繁
体
字
）

郭
店
楚
簡

あ
る
。全

六
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
他
に
付
録

S
四
と
郭
店
楚

簡
『
老
子
』
の
モ
ノ
ク
ロ
図
版
と
が
、
本
論
の
後
に
記
載
さ
れ
て

い
る
。
章
立
て
は
以
下
の
通
り
。

第
一
章
「
郭
店
楚
簡
《
老
子
》
与
老
子
其
人
其
書
」
、
第
二
章
「
関

於
郭
店
楚
簡
《
老
子
》
的
文
本
構
成
」
、
第
三
章
「
《
老
子
》
簡
本
、

吊
書
本
、
通
行
本
比
較
研
究
」
、
第
四
章
「
簡
本
《
老
子
》
異
体
字
、

古
今
字
、
通
仮
字
、
同
源
字
考
釈
」
、
第
五
章
「
郭
店
楚
簡
《
老
子
》

研
究
評
述
」
、
第
六
章
「
郭
店
楚
簡
《
老
子
》
校
釈
」
。

甲
乙
丙
の
各
篇
で
使
用
さ
れ
て
い
る
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
着

目
し
、
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
甲
乙
丙
の
構
成
と
校
釈
、
そ
の
成
立

時
期
に
つ
い
て
論
究
し
て
い
る
。

田
秀
教
）
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郭
店
楚
簡
『
老
子
』
甲
乙
丙
の
構
成
〔
以
上
、
第
二
と
郭

店
楚
簡
『
老
子
』
と
今
本
『
老
子
』
及
び
馬
王
堆
吊
書
『
老
子
』

甲
乙
と
の
比
較
〔
以
上
、
第
三
章
〕
．
郭
店
楚
墓
の
年
代
と
墓
主
の

身
分
・
郭
店
楚
簡
が
作
製
さ
れ
た
頃
の
儒
家
と
道
家
と
の
関
係
・

郭
店
楚
簡
『
老
子
』
の
中
に
あ
る
「
有
」
「
無
」
の
関
係
〔
以
上
、

第
五
章
〕
、
等
の
郭
店
楚
簡
及
び
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
に
ま
つ
わ
る

既
存
の
研
究
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
り
、
関
連
論
文
の
紹
介
及
び

批
評
も
ま
と
め
て
あ
る
。

以
上
の
先
行
研
究
を
承
け
た
上
で
、
独
自
の
郭
店
楚
簡
『
老
子
』

校
釈
を
甲
乙
丙
に
分
け
て
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
校
釈
で
は
、
楚

簡
『
老
子
』
と
併
せ
て
馬
王
堆
吊
書
『
老
子
』
・
王
弼
本
も
挙
げ
て

い
る
。郭

店
楚
簡
『
老
子
』
の
構
成
問
題
に
つ
い
て
は
、
甲
乙
丙
そ
れ

ぞ
れ
の
篇
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
文
字
の
異
同
（
例
え
ば
、
「
亡
」

と
「
無
」
。
「
亡
」
は
甲
乙
で
は
用
い
ら
れ
、
「
無
」
は
丙
で
用
い

ら
れ
て
い
る
。
「
無
」
は
「
亡
」
の
字
の
代
用
と
し
て
、
後
代
に
多

く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
丙
は
甲
乙
よ
り
も
成
立
が

後
と
す
る
）
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
各
篇
の
成
立
時
期
が
異
な
る

と
い
う
見
解
を
提
出
し
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
今
本
『
老
子
』

の
よ
う
な
完
成
体
に
至
る
道
程
で
生
ま
れ
た
も
の
が
、
郭
店
楚
簡

『
老
子
』
甲
乙
丙
で
あ
ろ
う
、
と
す
る
。

郭
店
楚
簡
『
老
子
』
で
用
い
ら
れ
て
い
る
文
字
に
注
目
し
て
論

『
周
易
』
と
郭
店
楚
簡
に
関
す
る
研
究
書
。
本
書
は
『
中
国
研

を
進
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
本
論
の
第
四
章
箇
所
で
は
、
郭
店

楚
簡
『
老
子
』
の
異
体
字
・
古
今
字
・
通
仮
字
・
同
源
字
に
つ
い

て
考
察
を
加
え
て
い
る
。
「
附
録
四
」
も
文
字
に
つ
い
て
の
も
の
で

あ
り
、
隷
定
さ
れ
た
文
字
を
総
画
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
本
書
は
二

0
0
四
年
の
刊
行
で
あ
る
が
、
「
後
記
」
や
参

考
文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
る
著
作
年
か
ら
判
断
し
て
、
二

0
0
1
 

年
ま
で
の
『
老
子
』
研
究
を
対
象
と
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
老
子
』
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
著
者
の
批
評
が
つ
い
た
論
文
紹

介
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
時
点
ま
で
の
郭
店
楚
簡
『
老
子
』

研
究
の
概
要
を
知
る
の
に
簡
便
な
書
で
あ
る
。
ま
た
、
隷
定
段
階

で
、
ど
の
様
な
文
字
が
郭
店
楚
簡
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
、
『
老
子
』

で
は
ど
の
様
な
釈
読
を
さ
れ
て
い
る
か
を
容
易
に
検
索
で
き
る
た

め
、
文
字
研
究
の
面
で
も
有
用
な
書
と
言
え
よ
う
。

（
池
田
光
子
）

『
《
周
易
》
経
伝
楠
理
与
郭
店
楚
簡
思
想
新
釈
』
（
金
春
峰

著
、
中
国
言
実
出
版
社
、
二

0
0
四
年
十
一
月
、
一
九
二
頁
、
横

組
簡
体
字
）
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『
簡
吊
文
献
与
古
代
法
文
化
』
（
雀
永
東
著
、
新
出
簡
吊
研
究

叢
書
第
一
輯
、
湖
北
教
育
出
版
社
、
二

0
0
三
年
月
、
三
―
―

（
黒
田
秀
教
）

究
集
刊
』
第
三
十
四
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
新
出
土
資
料
関
係
文
献

提
要
（
二
）
」
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
同
タ
イ
ト
ル
、
同
著
者

の
書
を
、
繁
体
字
か
ら
簡
体
字
に
組
み
直
し
、
出
版
社
・
装
丁
を

改
め
て
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
内
容
は
全
く
同
一
で
あ
る

が
、
便
を
は
か
り
各
編
題
を
紹
介
す
る
。

自
序
及
び
本
編
全
十
三
章
よ
り
成
る
。
各
章
題
は
、
一
「
《
周
易
》

之
編
纂
成
書
及
其
思
想
哲
学
意
義
」
、
二
「
恐
惧
修
省
与
観
象
進
徳
」
、

三
「
《
象
伝
》
与
《
小
象
》
的
思
想
特
点
及
成
書
之
時
代
」
、
四
「
吊

書
《
繋
辞
》
反
映
的
時
代
与
文
化
」
、
五
「
通
行
本
《
繋
辞
》
之
成

書
」
、
六
「
《
繋
辞
》
的
哲
学
思
想
」
、
七
「
《
繋
辞
》
的
倫
理
道
徳

思
想
」
、
八
「
《
周
易
》
卦
序
和
《
序
卦
》
的
成
書
時
代
与
思
想
特

色
」
、
九
「
吊
書
《
二
三
子
問
》
、
《
要
》
与
孔
子
」
、
十
「
吊
書
《
謬

和
》
、
《
昭
力
》
反
映
的
思
想
与
時
代
」
、
十
一
「
郭
店
楚
簡
《
六

徳
》
、
《
忠
信
之
道
》
、
《
成
之
聞
之
》
之
思
想
特
征
与
成
書
時
代
」
、

十
二
「
郭
店
楚
簡
《
老
子
》
的
文
史
哲
意
義
」
、
十
三
「
読
郭
店
楚

簡
《
性
自
命
出
》
札
記
」
で
あ
る
。

頁
、
横
組
簡
体
字
）

出
土
資
料
を
手
が
か
り
と
し
た
中
国
古
代
法
文
化
の
研
究
書
。

「
新
出
簡
吊
研
究
叢
書
」
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
巻
で
、
巻
頭
に
李
学

勤
氏
の
総
序
が
あ
る
。
以
下
、
導
論
、
本
篇
全
四
章
、
結
語
、
そ

し
て
後
記
よ
り
成
る
。
各
章
題
は
、
第
一
章
「
竹
簡
中
的
法
律
思

想
与
法
律
制
度
」
、
第
二
章
「
吊
書
中
的
法
律
思
想
与
法
律
制
度
」
、

第
三
章
「
従
竹
簡
看
儒
法
両
家
法
律
思
想
的
法
律
化
」
、
第
四
章
「
吊

書
中
的
法
律
自
然
主
義
理
論
与
中
国
古
代
法
制
」
で
あ
る
。

結
語
に
お
け
る
著
者
の
主
な
結
論
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

(
-
）
殷
代
は
重
刑
酷
法
で
あ
っ
た
が
、
周
代
に
な
っ
て
明
徳
慎

罰
に
な
り
、
漢
代
に
到
る
と
寛
刑
主
義
に
な
っ
た
。
明
徳
慎
罰
の

思
想
は
中
国
古
代
の
法
律
精
神
で
あ
り
、
儒
、
道
、
法
の
諸
家
は

こ
の
思
想
を
己
れ
の
法
律
思
想
体
系
に
組
み
入
れ
た
。

（
二
）
道
徳
の
法
律
化
と
法
律
の
自
然
化
は
中
国
伝
統
の
法
律

文
化
の
基
本
特
性
で
あ
る
。
道
徳
の
法
律
化
で
は
、
西
周
時
代
に

は
「
礼
」
と
し
て
表
現
さ
れ
、
「
礼
」
が
広
義
の
法
律
で
あ
っ
た
。

春
秋
戦
国
時
代
に
法
律
が
「
礼
」
か
ら
独
立
し
、
法
家
の
「
不
務

徳
而
務
法
」
論
が
立
法
実
践
に
お
い
て
有
力
と
な
っ
た
。
漢
代
に

到
る
と
儒
家
の
道
徳
の
法
律
化
が
立
法
の
追
究
目
標
と
な
っ
た
。

法
律
の
自
然
化
で
は
、
立
法
の
根
拠
を
「
天
」
或
い
は
「
天
道
」

に
据
え
る
思
想
の
起
源
は
春
秋
時
代
で
、
戦
国
中
期
に
な
る
と
理
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『
中
国
出
土
古
文
献
十
講
』
（
裟
錫
圭
著
、
名
家
専
題
精
講

（
黒
田
秀
教
）

論
的
に
も
完
備
さ
れ
て
い
く
。

（
三
）
儒
家
と
法
家
と
の
両
思
想
は
、
秦
律
に
お
い
て
法
家
が

主
と
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
儒
家
も
一
席
を
得
て
両
存
し
て
い

る
。
こ
れ
は
秦
の
統
治
者
が
実
用
主
義
の
立
場
か
ら
有
益
で
あ
る

学
説
を
受
け
入
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
戦
国
後
期
か
ら
現
わ
れ
る
儒

家
と
法
家
と
の
合
流
は
、
漢
代
に
至
り
董
仲
舒
に
よ
っ
て
大
成
さ

れ
る
。（

四
）
中
国
古
代
の
犯
罪
学
説
は
非
常
に
発
達
し
て
い
て
、
犯

罪
原
因
を
人
間
性
、
経
済
、
政
治
、
道
徳
な
ど
多
角
的
な
方
面
か

ら
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
犯
罪
を
予
防
す
る
た
め
に
、
単

に
酷
刑
に
頼
ら
ず
、
道
徳
教
育
、
経
済
、
政
治
な
ど
多
様
な
手
段

を
用
い
る
の
で
あ
る
。

本
書
は
書
名
に
も
掲
げ
る
よ
う
に
、
「
簡
吊
文
献
」
を
手
が
か
り

と
し
て
、
古
代
中
国
の
法
を
論
じ
る
。
そ
の
た
め
に
扱
う
出
土
資

料
も
、
郭
店
楚
簡
、
上
博
楚
簡
、
睡
虎
地
秦
簡
、
銀
雀
山
漢
簡
、

馬
王
堆
吊
書
な
ど
、
時
代
は
戦
国
秦
漢
を
跨
ぐ
。
法
家
思
想
を
研

究
す
る
に
は
、
見
逃
せ
な
い
研
究
書
で
あ
ろ
う
。

第
四
輯
、
復
旦
大
学
出
版
社
、
二

0
0
四
年
十
二
月
、
四
二
三
頁
、

横
組
簡
体
字
）

出
土
資
料
の
研
究
書
。
序
言
と
全
十
講
よ
り
な
る
。
各
講
題
は
、

1

「
中
国
古
典
学
重
建
中
応
該
注
意
的
問
題
」
、
2
「
新
出
土
先
秦

文
献
与
古
史
伝
説
」
、

3

「
中
国
出
土
簡
吊
古
籍
在
文
献
学
上
的
重

要
意
義
」
、

4

「
出
土
古
文
献
与
其
他
出
土
文
字
資
料
在
古
籍
校
読

方
面
的
重
要
作
用
」
、

5

「
関
干
郭
店
簡
中
的
道
家
著
作
」
、
6
「
郭

店
簡
儒
家
著
作
校
読
挙
例
」
、
7
「
関
干
上
博
簡
的
一
些
問
題
」
、

8
「
関
干
馬
王
堆
吊
書
《
老
子
》
巻
前
後
古
侠
書
」
、
9
「
関
干
馬

王
堆
吊
書
《
戦
国
縦
横
家
書
》
」
、
1
0
「
漢
簡
中
的
俗
文
学
資
料
」

で
あ
る
。

本
書
は
著
者
の
出
土
簡
吊
に
関
す
る
論
考
を
輯
め
た
も
の
で
、

初
出
は
各
論
考
の
最
後
に
附
記
さ
れ
て
い
る
。
収
録
し
て
い
る
論

考
は
、
郭
店
楚
簡
、
上
博
楚
簡
か
ら
馬
王
堆
吊
書
や
他
漢
簡
に
及

ぶ
。
楚
簡
に
関
す
る

5
S
6
講
に
収
録
し
て
い
る
論
考
は
、
以
下

の
通
り
で
あ
る
。
第

5
講
「
郭
店
《
老
子
》
簡
初
探
」
、
「
糾
正
我

在
郭
店
《
老
子
》
簡
釈
読
中
的
一
介
錯
誤
I

I
関
干
”
絶
偽
棄
詐

”
」
、
「
《
太
一
生
水
》
”
名
字
”
章
解
釈
I

I
兼
論
《
太
一
生
水
》

的
分
章
問
題
」
。
第
6
講
「
由
郭
店
簡
《
性
自
命
出
》
的
”
室
性
者

故
也
”
説
到
《
孟
子
》
的
”
天
下
之
言
性
也
”
章
」
、
「
読
《
郭
店

楚
墓
竹
簡
》
札
記
三
則
」
、
「
釈
郭
店
《
細
衣
》
”
出
言
有
ー
、
黎
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『
楚
地
簡
吊
思
想
研
究
二
』
（
丁
四
新
主
編
、
湖
北
教
育
出

版
社
、
二

0
0
五
年
四
月
、
四
三
七
頁
、
横
組
簡
体
字
）

出
土
資
料
の
論
文
集
。
タ
イ
ト
ル
は
若
干
異
る
が
、
主
編
者
、

出
版
社
を
同
じ
く
し
、
装
丁
も
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、
本
提
要
（
二
）

で
紹
介
し
た
『
楚
地
出
土
簡
吊
文
献
思
想
研
究
一
』
の
続
編
と
思

わ
れ
る
。
六
分
類
さ
れ
た
本
編
と
後
記
か
ら
成
る
。
各
分
類
の
見

出
し
は
、
「
上
博
楚
簡
」
、
「
上
博
楚
簡
《
恒
先
》
専
題
」
、
「
郭
店

楚
簡
」
、
「
楚
系
数
術
類
、
卜
筵
祭
祷
類
出
土
文
献
」
、
「
馬
王
堆
吊

書
」
、
「
張
家
山
漢
簡
《
二
年
律
令
》
専
題
」
で
あ
る
。

収
録
さ
れ
て
い
る
郭
店
楚
簡
、
上
博
楚
簡
関
係
の
論
考
題
目
は

（
黒
田
秀
教
）

明
所
計
”
_
—
兼
説
”
ー
”
為
”
針
”
之
初
文
」
。
第
7
講
「
関
干

《
孔
子
詩
論
》
」
、
「
談
談
上
博
簡
和
郭
店
簡
中
錯
別
字
」
、
「
談
談

上
博
簡
《
子
恙
》
簡
的
簡
序
」
。

著
者
は
文
物
出
版
社
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
に
注
釈
を
施
し
た
人

物
で
、
近
年
の
楚
地
方
か
ら
出
土
し
た
思
想
系
文
献
の
研
究
に
、

最
初
期
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
著
者
の
こ
れ
ま
で
の
諸

論
考
を
ま
と
め
て
見
る
の
に
便
利
で
あ
ろ
う
。

中
国
古
文
字
の
研
究
書
。
曽
憲
通
氏
に
よ
る
序
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。
「
上
博
楚
簡
」
に
は
「
上
博
簡
《
従
政
》
、

《
周
易
》
校
読
」
（
陳
偉
）
、
「
上
博
簡
《
容
成
氏
》
政
治
哲
学
思

想
深
析
」
（
呉
根
友
）
、
「
《
容
成
氏
》
”
尚
賢
”
思
想
弁
析
」
（
孫
衛
）
、

「
楚
簡
《
昔
者
君
老
》
新
注
」
（
曹
峰
）
。
「
上
博
楚
簡
《
恒
先
》

専
題
」
に
は
「
《
恒
先
》
ー
ー
道
法
家
形
名
思
想
的
侠
篇
」
（
郭
斉

勇
）
、
「
上
博
楚
簡
《
恒
先
》
篇
哲
学
思
想
深
析
」
（
呉
根
友
）
、
「
楚

簡
《
恒
先
》
三
題
」
（
劉
胎
群
）
、
「
楚
簡
《
恒
先
》
章
句
釈
義
」
（
丁

四
新
）
。
「
郭
店
楚
簡
」
に
は
「
論
郭
店
楚
簡
”
情
＂
的
内
涵
」
（
丁

四
新
）
、
「
《
性
自
命
出
》
的
性
情
思
想
研
究
」
（
欧
陽
槙
）
、
「
郭
店

簡
《
細
衣
》
与
《
礼
記
・
細
衣
》
的
思
想
弄
同
」
（
欧
陽
槙
）
、
「
楚

簡
所
見
儒
家
仁
与
愛
関
係
的
研
究
」
（
李
嘩
琳
）
。

こ
の
内
、
上
博
楚
簡
『
恒
先
』
は
と
り
わ
け
注
目
を
浴
び
て
い

る
文
献
で
あ
り
、
本
書
で
も
特
に
専
題
を
設
け
て
い
る
。
『
恒
先
』

の
研
究
に
は
有
用
な
書
で
あ
ろ
う
。

『
古
文
字
論
集
』
（
張
桂
光
著
、
中
華
書
局
、
一

0
月
、
二
八
二
頁
、
横
組
繁
体
字
）

二
十
五
本
の

0
0
四
年
一

（
黒
田
秀
教
）
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論
考
及
び
引
書
簡
称
表
よ
り
成
る
。
特
に
章
立
は
し
て
い
な
い
が
、

目
次
で
三
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
て
い
る
。
第
一
グ
ル
ー
プ
は
古
文

字
学
の
総
論
五
本
、
第
ニ
グ
ル
ー
プ
は
甲
骨
文
、
金
文
、
郭
店
楚

簡
、
上
博
楚
簡
に
関
す
る
文
字
に
つ
い
て
の
論
考
十
一
本
、
第
三

グ
ル
ー
プ
は
文
字
学
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
思
想
に
関
す
る
論
考

九
本
を
収
録
す
る
。

楚
簡
関
係
の
論
考
の
タ
イ
ト
ル
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
「
楚

簡
文
字
考
釈
二
則
」
f

「
《
郭
店
楚
墓
竹
簡
•
老
子
》
釈
注
商
権
」
、

「
《
郭
店
楚
墓
竹
簡
》
釈
注
続
商
権
」
、
「
《
戦
国
楚
竹
書
・
孔
子
詩

論
》
文
字
考
釈
」
、
「
《
上
博
簡
（
二
）
》
《
子
羊
~
》
篇
釈
読
札
記
」
、

「
楚
竹
書
《
周
易
》
卦
序
略
議
」
。

本
書
は
著
者
の
出
土
簡
吊
文
字
に
関
す
る
論
考
を
輯
め
た
も
の

で
、
初
出
は
各
論
考
の
最
後
に
附
記
さ
れ
て
い
る
。

文
字
学
の
立
場
か
ら
出
土
資
料
を
研
究
し
た
本
書
は
、
出
土
資

料
を
古
文
字
学
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
す
る
際
に
有
益
で
あ
ろ
う
。

（
黒
田
秀
教
）

『
古
文
字
研
究
』
（
中
華
書
局
出
版
、
簡
体
字
）

中
国
の
古
文
字
に
関
す
る
研
究
論
文
を
中
心
と
し
た
学
術
雑
誌
。

編
者
や
文
字
組
は
輯
に
よ
っ
て
異
な
る
。
編
者
が
安
徽
大
学
に
移

行
し
た
第
二
十
二
輯
よ
り
、
新
出
土
資
料
に
関
す
る
論
考
が
多
く

発
表
さ
れ
て
い
る
。
新
出
土
資
料
の
発
見
は
、
思
想
史
研
究
の
面

だ
け
で
は
な
く
、
文
字
学
研
究
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

新
出
土
資
料
を
他
の
出
土
文
献
や
金
文
に
見
ら
れ
る
字
形
と
比

較
対
照
し
、
隷
定
後
の
音
通
や
伝
世
文
献
と
の
比
較
か
ら
文
字
認

定
を
行
っ
て
い
る
論
文
や
、
篇
次
や
思
想
面
に
つ
い
て
考
察
を
加

え
て
い
る
論
文
な
ど
も
掲
載
し
て
い
る
。

彰
裕
商
「
読
《
郭
店
楚
墓
竹
簡
》
札
記
」
（
第
二
十
四
輯
所
収
）

の
よ
う
に
、
札
記
類
も
少
な
か
ら
ず
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
掲
載

論
文
の
主
な
研
究
方
法
と
し
て
は
、
陳
偉
武
「
旧
釈
”
折
”
及
従

”
折
”
之
字
平
議
ー
兼
論
”
慎
徳
”
和
”
惹
終
”
問
題
」
（
第
二
十

二
輯
）
の
よ
う
に
、
一
文
字
ま
た
は
一
語
句
に
注
目
し
て
、
文
字

の
変
遷
を
追
う
も
の
が
目
立
つ
。

ま
た
、
袈
錫
圭
「
《
太
一
生
水
》
＂
名
字
”
章
解
釈
ー
兼
論
《
太

一
生
水
》
的
分
章
問
題
」
（
第
二
十
二
輯
）
・
季
旭
昇
「
《
孔
子
詩

論
》
分
章
編
聯
補
映
」
（
第
二
十
五
輯
）
の
よ
う
に
篇
次
の
問
題
、

陳
偉
「
《
太
一
生
水
》
校
釈
読
井
論
与
《
老
子
》
関
係
」
（
第
二
十

二
輯
）
の
よ
う
に
思
想
的
な
研
究
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
論
文
も
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
新
出
土
資
料
に
関
す
る
思
想
史
研

究
を
す
る
際
に
も
、
目
を
通
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
雑
誌
と
言
え

よ
う
。
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な
お
、
第
一
輯
か
ら
二
十
二
輯
ま
で
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
第

二
十
三
輯
の
巻
末
に
あ
る
「
索
引
」
で
知
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

時
代
と
著
者
名
の
二
方
面
か
ら
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
、
便
利
で

あ
る
。

〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

（
池
田
光
子
）

『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
戦
国
楚
簡
と
中
国
思
想
史
研
究

会
議
論
文
集
』
（
於
大
阪
大
学
、
二

0
0
四
年
三
月
二
十
六

S
ニ

十
七
日
開
催
時
配
布
冊
子
‘
―
二
六
頁
、
横
組
繁
体
字
）

大
阪
大
学
中
国
哲
学
研
究
室
、
戦
国
楚
簡
研
究
会
、
及
び
台
湾

の
簡
吊
道
家
資
料
陸
新
出
土
文
献
研
読
会
と
が
共
催
し
て
、
二

O

0
四
年
三
月
二
十
六

S
二
十
七
日
に
行
っ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
際
、
配
布
さ
れ
た
冊
子
。
両
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
研
究
発
表
の

内
容
と
を
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

記
載
順
は
、
当
日
の
発
表
順
で
、
以
下
の
通
り
。

陳
鼓
応
「
郭
店
楚
簡
所
呈
現
的
重
要
哲
学
問
題
ー
関
於
儒
道
竹

簡
「
改
窯
古
代
哲
学
史
」
的
男
類
観
点
」
、
郭
梨
華
「
儒
家
簡
吊
侠

十
五

S
二
十
六
日
、
台
湾
大
学
に
お
い
て

籍
中
「
徳
」
与
「
色
」
的
弁
析
」
、
林
素
英
「
上
博
簡
〈
民
之
父
母
〉

思
想
探
微
ー
兼
論
其
与
〈
孔
子
間
居
〉
的
関
係
」
、
林
啓
屏
「
論
〈
民

之
父
母
〉
之
「
五
至
三
無
」
」
、
顧
史
考

(
S
c
o
t
t

C
o
o
k
)

「
楚
簡

的
釈
読
与
古
今
校
讐
者
的
挟
撰
」
、
溜
玉
愛
「
初
探
〈
性
自
命
出
〉

的
心
性
観
」
、
林
明
照
「
論
〈
性
自
命
出
〉
中
「
心
」
与
成
徳
的
関

係
」
、
洪
嘉
琳
「
論
郭
店
楚
簡
《
老
子
》
之
無
為
説
」
。

な
お
、
詳
細
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
二
日
目
に
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
誌
第
三
十
六
号
（
特

集
号
「
戦
国
楚
簡
と
中
国
思
想
史
研
究
」
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
さ
れ
た
論
文
の
一
部
が
、
加

筆
訂
正
を
加
え
ら
れ
、
前
述
の
第
三
十
六
号
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

第
三
十
六
号
に
発
表
さ
れ
た
各
氏
は
以
下
の
通
り
。
陳
鼓
応
氏
、

郭
梨
華
氏
、
林
素
英
氏
、
林
啓
屏
氏
。

二
0
0
五
年
三
月

（
池
田
光
子
）

『
「
新
出
土
文
献
与
先
秦
思
想
重
構
」
国
際
学
術
研
討
会

会
議
論
文
』
（
於
台
湾
大
学
、
二

0
0
五
年
三
月
二
十
五

S
二
十

六
日
開
催
時
配
布
冊
子
、
二
八

0
頁
、
横
組
繁
体
字
）
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開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
折
に
配
布
さ
れ
た
冊
子
。

頭
発
表
用
の
論
文
集
で
あ
る
。
ま
た
、
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
も

冒
頭
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
会
合
は
、
出
土
資
料
研
究
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
ベ
テ
ラ

ン
の
研
究
者
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
り
、
そ
の
発
表
内
容
は
、

出
土
文
献
を
研
究
し
て
い
く
上
で
、
大
変
参
考
と
な
る
も
の
で
あ

る
。
今
後
書
籍
や
雑
誌
掲
載
論
文
の
形
と
し
て
発
表
さ
れ
る
も
の

を
多
く
含
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
そ
の
発
表
題
目
を
列

挙
す
る
こ
と
と
す
る
。

李
学
勤
「
孔
孟
間
与
老
荘
之
間
」
、
林
義
正
「
孔
子
的
天
人
感
応

観

泊
5

〈
魯
邦
大
旱
〉
為
中
心
的
考
察
」
、
林
素
英
「
従
郭
店
儒
簡

検
視
文
王
之
人
君
典
型
」
、
趙
中
偉
「
《
周
易
》
卦
序
詮
釈
意
涵
的

転
化
与
発
展
ー
以
今
本
《
周
易
》
．
《
吊
書
周
易
》
及
《
戦
国
楚
竹

書
周
易
》
為
例
」
、
季
旭
昇
「
従
「
求
而
不
患
」
談
《
上
博
三
•
恒

先
》
後
半
部
的
釈
読
」
、
夏
含
夷
「
試
論
西
周
銅
器
銘
文
的
寓
作
過

程

伯
5

眉
県
単
氏
家
族
銅
器
為
例
」
、
浦
時
「
西
周
金
文
所
見
「
信
」
．

「
義
」
思
想
考
」
、
浅
野
裕
一
「
上
博
楚
簡
《
相
邦
之
道
》
的
整
体

結
構
」
、
磨
名
春
「
楚
竹
書
《
曹
沫
之
陳
》
与
《
慎
子
》
侠
文
」
、

趙
生
群
「
関
於
出
土
文
献
与
伝
世
文
献
関
係
的
幾
点
看
法
」
、
丁
原

植
「
《
恒
先
》
与
古
典
哲
学
的
始
源
問
題
」
、
金
安
平
「
U
n
d
e
r
s
t
a

n
d
i
n
g
 
y
a
n
g
o
n
g
 
(
言
公
）

i
n
 
T
w
o
 
W
a
y
s
:
L
e
s
s
o
n
s
 
f
r
o
m
 
t
h
e
 
X
 

u
n
z
i
 a
n
d
 
G
u
a
d
i
a
n
 
B
a
m
b
o
o
 
T
e
x
t
s呻
〇
釦
叶
「
一
ー
―
[
＾
1

」

的
2
両
[
痣
匡

jJナヘ ロ

~
《
荀
子
》
与
郭
店
楚
簡
的
啓
示
」
、
顧
史
考
(
S
c
o
t
t
C
o
o
k
)

「郭

店
楚
簡
〈
成
之
〉
等
篇
雑
志
」
、
郭
梨
華
「
曾
子
与
郭
店
儒
簡
的
身

体
哲
学
探
究
」
、
池
田
知
久
「
睡
虎
地
秦
簡
《
語
書
》
与
墨
家
思
想
」
、

戴
ヤ
琳

(
C
a
r
i
n
e
D
e
f
o
o
r
t
)

「

T
h
e
g
r
o
w
i
n
g
 
s
c
o
p
e
 
o
f
”
J
i
a
 

n

兼
”
色
f
f
e
r
e
n
c
e
s
b
e
t
w
e
e
n
 
c
h
a
p
t
e
r
s
 1
4
,
 1
5
 
a
n
d
 1
6
 
o
f
 

t
h
e
 
M
o
j
i
」
、
葉
海
煙
「
荘
子
内
篇
「
道
」
・
「
天
地
」
与
「
自
然
」

三
概
念
的
綜
播
意
義
」
、
陳
麗
桂
「
〈
太
一
生
水
〉
研
究
綜
述
及
其

相
関
簡
序
問
題
」
、
楊
儒
賓
「
黄
帝
与
尭
舜
ー
先
秦
両
種
天
子
的
原

型
」
、
林
慶
彰
「
孔
子
詩
論
与
詩
序
的
比
較
」
、
蒋
秋
華
「
孟
津
之

会
重
探
」
、
鍾
宗
憲
「
「
黄
帝
」
形
象
与
「
黄
帝
学
説
」
的
窺
測
ー

兼
以
反
省
《
黄
帝
四
経
》
的
若
干
問
題
」
。

こ
れ
ら
の
題
目
か
ら
、
出
土
文
献
、
特
に
郭
店
楚
簡
•
上
博
楚

簡
を
研
究
対
象
の
中
心
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。
ま
た
、
上
博
楚
簡
の
中
で
も
比
較
的
最
近
公
開
さ
れ
た

『
周
易
』
『
曹
沫
之
陳
』
『
相
邦
之
道
』
な
ど
に
つ
い
て
、
早
く
も

研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
分
か
り
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

先
進
性
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
池
田
光
子
）

『
先
秦
思
想
賢
出
土
文
献
国
際
青
年
学
者
学
術
研
討
会
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会
議
論
文
』
（
於
台
湾
大
学
、
二

0
0
五
年
三
月
二
十
七

s-

八
日
開
催
時
配
布
冊
子
、
ニ
―
二
頁
、
横
組
繁
体
字
）

十

二
0
0
五
一
月
二
十
七

S
二
十
八
日
に
台
湾
大
学
で
開
催
さ

れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
際
、
参
加
者
に
配
布
さ
れ
た
冊
子
。
こ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
台
湾
と
日
本
の
若
手
研
究
者
が
発
表
の
中
心

と
な
り
行
わ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
冊
子
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
口
頭
発
表
を
論
文
形
式
に
ま
と
め
た
も
の
と
で
あ

る
。
掲
載
は
発
表
順
と
な
っ
て
い
る
。

研
究
発
表
は
、
出
土
資
料
に
限
ら
ず
、
広
く
先
秦
文
献
を
対
象

と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
内
、
新
出
土
資
料
を
対

象
と
し
た
論
文
の
み
を
紹
介
す
る
。

上
野
洋
子
「
上
博
簡
《
詩
論
》
中
「
民
性
固
然
」
之
鑑
測
」
、

播
玉
愛
「
従
《
六
徳
》
看
儒
家
的
人
倫
意
蘊
」
、
朱
湘
鉦
「
《
礼
記
》

論
「
楽
」
新
探
」
、
魯
楽
漢
(
J
o
h
n

D
e
l
u
r
y
)

「
顧
炎
武
如
何
解
読

性
自
命
出
」
。

本
提
要
執
筆
時
点
で
は
、
管
見
の
限
り
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
成
果
が
、
他
の
書
籍
や
雑
誌
等
に
発
表
さ
れ
た
例
は
な
い
。
し

か
し
、
今
後
こ
の
発
表
を
基
に
し
て
、
学
術
誌
等
に
研
究
成
果
が

公
開
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
新
出
土
資
料
に
つ
い

て
、
若
手
の
研
究
者
が
ど
の
よ
う
な
方
向
か
ら
研
究
を
進
め
て
い

る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
一
冊
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
関
し
て
は
、
参
加
者
の
所
感
や

対
談
の
様
子
な
ど
が
本
誌
第
三
十
九
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
池
田
光
子
）
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